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こ
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三
､

サ
イ

パ
ン
島
1

円
'
テ
ィ

こ
ア
ン
鳥
-
附
'
ア
ギ
-
ガ

ン
鳥
1

五
､
ヤ
ッ
プ
粒

は

し

が

普

昨
夏
､
畢
術
振
興
骨
並
に
測
地
尊
委
員
骨
の
計
蓋
の

下
に
,
南
洋
統
治
領
地
域
に
於
け
る
地
球
物
出
撃
的
研

究
を
主
眼
と
し
て
二

月
都
帝
大
瑚
畢
部
数
授
於
山
基
範

博
士
を
中
心
と
す
る
調
査
班
が
組
織
せ
ら
れ
､
統
治
領

内
主
要
偽
金
牧
に
亘
っ
て
精
密
怒
る
観
測
調
査
が
行
は

れ
た
｡
其
の
結
果
は
何
れ
近
日
学
界
に
報
脅
せ
ら
れ
る

と
共
に
も
極
め
て
重
大
在
る
貢
厭
が
餅
ら
さ
れ
る
で
あ

ら
う
事
は
'
串
S
同
先
生
の
御
好
意
に
依
っ
て

1
行

に
加
は
る
罫
を
許
さ
れ
'
約
二
ケ
月
は
亘
っ
て
行
を
共

南
洋
統
掃
領
内
虫
琴
曲
帆
の
地
形
と
地
既
雛
親

ほ
出
凍
た
聾
者
の
信
じ
て
疑
は
覆

い
所
で
あ
る
?

初
め
て
の
往
訪
者
に
取
っ
て
は
南
洋
は
確
か
に
魅
惑

的
な
存
在
で
あ
る
○
其
の
原
始
的
在
風
物
景
観
に
惹
か

れ
て

筆
者
に
裸
せ
ら
れ
た
地
質
撃
的
踏
査
は
'
と
も

す
れ
ば
其
の
能
率
が
下
げ
ら
れ
勝
ち
で
は
あ
つ
ね
が
'

そ
れ
だ
け
に
又
非
常
に
愉
快
を
踏
査
に
在
っ
た
事
も
事

賓
で
あ
る
〇
号
し
て
期
間
の
短
少
で
あ
っ
た
割
合
に
見

聞
を
廉
め
得
た
轟
を
欣
ぶ
と
共
に
'
其
の
踏
査
の
結
果

を
此
虞
に
備
忘
的
に
綴
っ
て
､
筆
者
の
材
料
が
何
人
か

に
依
っ
て
利
用
せ
ら
れ
る
日
の
あ
る
革
を
待
望
す
る
も

の
で
あ
る
｡

因
に
,
本
地
域
に
放
け
る
地
質
調
査
は
､
現
在
'
東

北
帝
大
糊
撃
部
地
質
撃
教
室
の
取
出
利
三
郎
氏
が
あ
ら

ゆ
る
困
難
を
排
除
し
て

.数
年
衆
其
の
研
究
を
縛
け
ら

四
四
]

三
九



地

球

夢
二
十
三
容

れ
て
居
る
｡
其
の
結
果
の

1
部
分
は
ー
既
は
岩
波
講
座

の
珊
瑚
礁
の
項
或
は
地
相
撃
群
論
等
ほ
凝
乗
せ
ら
れ
た

所
で
あ
る
が
､
近
さ
碓
氷
は
於
tJ
其
の
各
貌
が
公
は
せ

ら
れ
る
濠
定
と
承
っ
て
居
る
｡

荷
稲
を
進
め
る
ほ
替
っ
て
､
今
回
南
洋
踏
管
の
磯
を

港
恵
み
下
さ
っ
た
放
心
先
生
に
洗
厚
の
謝
意
を
表
す
る

と
共
は
'
行
を
共
は
し
て
御
厚
証
に
預
み
､
種
々
御
示

数
を
辱
-
し
た
'
熊
谷
直

一
助
教
授
･巣
原
義

1
講
師
･

古
谷
正
人
氏
並
に
岸
彰
忠
氏
に
粍
謝
す
る
｡

-
､
概

詑

我
が
統
治
下
に
あ
る
歯
群
群
島
は

1
椴
は
裏
南
洋
と

呼
榊
せ
ら
れ
'
南
北
約

1
二
〇
〇
哩
'
東
西
約
二
五
〇

〇
哩
に
亘
る
大
洋
中
は
瓢
在
す
る
六
官
有
飴
の
島
喚
よ

･Jl
成
っ
て
居
る
｡
然
し
て
地
域
的
に
は
マ
-
ヤ
ナ

･
カ

ワ
リ
ン
｡
マ

ー

シ

ャ
ル
の
三
群
島
は
分
た
れ
て
居
る
が

之
等
ほ
属
す
る
島
哩
を
地
質
聾
的
見
地
よ
わ
其
の
分
数

を
試
み
る
在
ら
ば
次
の
如
-
大
別
せ
ら
れ
る
と
胤
ふ
｡

ィ
､
新
期
火
山
島

窮
四
紀
の
噴
出
岩
及
び
共
等
の
砕
屑
物
の
み
･L･言

構

鰐
大
紋

蜘
望

四
〇

成
せ
ら
れ
た
島
唄
で
､
北
部

マ
リ
ヤ
ナ
群
島
中
の
タ
ラ

カ
ス

･
ア
ソ
ン
ソ
ン
'
或
は
パ
カ
ン
島
.;,J
代
表
せ
ら
れ

る
朋

の
も
の
で
あ
る
｡

ロ
'
衝
動
火
山
島

第
三
紀
或
は
第
三
紀
以
前
の
噴
出
岩
が
島
晩
の
主
機

を
を
す
も
の
で
､
此
の
嘗
期
火
山
島
は
更
は
､
登

二
配

水
成
岩
を
伸
ふ
場
合
;
触
ら
ざ
る
場
各
､
隆
起
刑
瑚
礁

を
件
ふ
場
倉
.
及
び
此
の
両
者
を
件
ふ
場
各
が
考
慮
せ

ら
れ
る
｡

第

1
の
場
各
の
通
例
は
婁
南
洋
中
に
は
児
戯
し
符
を

い
様
で
あ
る
が
で
フ
ォ
諸
島
中
の
.'T
.フ
ォ
本
島

(
バ
ベ

ル
ダ
オ
ブ
島
)
は
格
此
の
例
に
奉
げ
て
美
文
覆

い
も
の

と
瓜
は
れ
る
｡
第
二
の
例
に
は
カ
ワ
タ

ン
群
島
中
の
ト

ラ
ッ
ク
諸
島
の
各
島
'
第
三
の
例
に
は
南
部

マ
リ
ヤ
ナ
群

島
中
の
ワ
タ
島
或
は
ア
ギ
-
ガ
ン
島
､
第
四
の
例
に
は

同
群
島
中
の
サ
イ
.',
ン
島
及
び
テ
ィ

ニ
ア
ン
島
が
撃
げ

ら
れ
る
｡

二

珊
瑚
礁
島

金
島
珊
瑚
礁
の
み
ょ
-
構
成
せ
ら
れ
'
其
の
基
底
不



明
夜
島
曝
し竺
hZ
払
､
之
は
史
に
'
其
の
珊
瑚
礁
が
現
生

を
る
か
或
は
隆
起
せ
る
も
の
を
る
か
の
二
つ
の
場
合
が

考
慮
せ
ら
れ
る
.R
マ
ー
シ
ャ
ル
群
島
の
各
部
は
前
者
の

好
例
で
あ
与
､
後
者

の
例
と
し
て
は
､
南
部
で
フ
ォ
渚

島
の
各
島
が
馨
げ
ら
れ
る
｡

エ
'11陸

島

ヤ
ッ
プ
島
の
如
-
､主
と
し
て
育
紀
岩
叛
よ
カ
成
る
島

を
云
ふ
.

次
に
踏
査
せ
る
各
島
哩
の
概
観
を
筆
者
社
訪
の
順
に

従
っ
て
記
し
て
行

き
庇
い
｡

二
､
ウ
ラ
カ

ス
清
火
山
島

粟
粒
約

一
四
五
度
の
線
上
､
北
緯
二
〇
度
三
〇
分
に

始
ま
･e(

同

1
三
度
三
〇
分
に
至
る
問
う
略

一
列
に
配

列
n
れ
ね
島
嘆
の
一
群
が
即
ち
マ
リ
ヤ
ナ
群
島
と
呼
栴

せ
ら
れ
る
も
の
で
'
其
の
最
北
報
に
位
す
る
の
が
此
鹿

に
述
べ
ん
と
す
る
タ
ラ
カ
ス
島
で
あ
る
｡

筆
者
等
の

乗
船
筑
後
丸
船
長
の
好
悪
は
依
少
､
タ
ラ

カ
ス
寄
少
に
其
の
進
路
が
樽
じ
ら
れ
ね
為
に
､
活
火
山

の
拝
島
と
し
て
既
は
名
あ
る
此
の
タ
ラ
カ
ス
の
威
容
に

南
洋
統
治
鶴
内
主
賓
島
鵬
の
地
形
と
地
質
加
槻

接
す
る
革
が
出
凍
ね
｡
潜
時
は
其
の
活
動
が
衰
退
の
時

期
に
あ
っ
た
も
の
ゝ
如
-
､
噴
煙
は
望
み
得
意
か
つ
ね

が
､
充
分
は
其
の
容
姿
は
之
を
観
察
す
る
事
が
出
凍
ね
O

タ
ラ
カ
ス
は
海
上
に
放

き
凡
出
る
革
約
三
〇
〇
米
､

整
っ
た
固
錐
の
形
状
を
保
っ
て
居
る
｡
其
の
側
面
の
傾

斜
は
約
二
五
度
｡
然
し
て
其
の
南
側
斜
面
の
絡
ら
凡
と

す
る
朗
'
海
岸
は
接
し
て

1
猟
立
丘
が
存
在
す
る
｡
其

の
形
態
'
即
ち
タ
ラ
カ
ス
本
鰹
側
は
向
っ
て
覆
す
急
崖
'

南
側
へ
の
経
か
を
傾
斜
面
及
び
酉
側
崖
ほ
て
認
め
ら
れ

た
暦
排
塵
も
の
の
傾
斜
等
は
､
タ
ラ
カ
ス
本
鰹
の
整
っ

た
囲
錐
型
の
静
状
を
破
る
此
の
狗
立
丘
の
生
成
時
期
は

タ
ラ
カ
ス
本
鰭
の
生
成
の
時
期
と
興
る
も
の
に
あ
ら
ず

や
と
の
擬
を
抱
か
し
ひ
る
に
充
分
な
存
在
で
あ
る
｡

.タ
ラ
カ
ス
の
南
は
綬
い
て
存
在
し
'

一
回
周
上
は
配

列
さ
れ
た
三
伯
の
小
島
よ
か
威
力
'
内
側
は
絶
壁
を
時

で
､
源
を
抱
-
と
云
ふ
モ
ク
グ
島
の
成
因
が
､
衷
南
洋

の
ク
ラ
カ
タ
ウ
島
の
場
合
の
如
-
大
爆
聴
け
依
与
､
中

央
主
機
は
飛
散
し
､
周
囲
三
島
と
し
て
頻
っ
た
如
-
紘

考
へ
ら
れ
て
居
る
罫
を
想
起
す
れ
ば
､
此
の
タ
ラ
カ
ス

阿
望

qE
T
.I



地

.

.

.
球

鱒

二
十
三
巻

も
現
在
の
小
猫
立
丘
を
残
し
て
.
其
の
本
鰹
は
飛
散
し

後
に
新
し
-
生
成
n
れ
ね
も
の
が
即
ち
現
火
山
と
も
考

へ
得
る
｡
痩
蝕
は
依
っ
て
､
狗
立
丘
の
説
明
を
試
み
ん

と
す
れ
ば
'
他
の
部
分
に
於
で
'
飲
み
に
も
圃
錐
型
の

規
則
正
L
n
が
保
た
れ
て
居
る
事
が
障
客
に
夜
み
､
現

火
山
の
故
を
以
七
､
其
の
溶
岩
流
に
依
る
も
の
･と
解
す

る
に
は
其
の
形
態
､
特
は
本
鰭
は
向
ふ
急
崖
が
難
解
の

も
の
と
在
る
0

以
上
の
記
述
は
も
と
よ
さ
推
測
の
域
を
出
で
夜

レ
.

歯
群
は
航
す
る
に
督
っ
て
､
先
づ
聾
者
の
佳
日
を
老

い

た
タ
ラ
カ
ス
の
過
去
を
想
像
し
た
迄
で
あ
る
｡

三
､
サ

イ

パ

ン

島

サ
イ
パ
ン
島
は
.
マ
リ
ヤ
ナ
群
島
の
主
島
.
北
牝
兼

よ
み
南
南
西
に
其
の
長
径
方
向
を
持
つ
賂
長
方
形
の
島

で
あ
る
.
隆
起
礁
石
衣
岩
･安
山
岩
･石
英
粗
面
岩
及
び

第
三
紀
は
属
す
る
と
せ
ら
れ
る
水
成
岩
よ
み
成
身
､
其

の
中
.
隆
起
礁
石
衣
岩
は
最
79
磨

き
分
布
h

T有
す
る
も

の
で
殆
ど
金
島
に
登
壇
L
t
特
に
島
中
央
部
の
丘
陵
地

即
ち
グ
ッ
ポ
ー
チ

ョ
-
山
附
近
並
は
海
蝕
崖
を
な
す
現
海

飾
大
助

国
富

四
二

岸
に
於
で
最
も
良
好
に
露
出
す
る
｡
安
山
岩
並
び
に
水

成
岩
等
は
比
故
的
低
所
に
存
在
す
る
も
の
J
如
-
'
西

南
部
に
於
で
は
ヒ
ナ
シ
ス
山
附
近
.
中
央
部
に
於
で
は

ラ
タ
ラ
ク
轡
に
望
む
低
地
､
莱
北
部
に
於
で
は
中
央
丘

陵
地
中
腹
に
露
出
す
る
と
の
革
で
あ
る
｡

飴
し
て
筆
者
今
回
の
踏
査
は
､
時
日
の
関
係
上
隆
起

礁
石
衣
岩
及
び
水
成
岩
の
地
域
の
み
は
止
み
､
従
っ
て

記
述
も
亦
其
範
囲
を
越
え
布
覆

い
評
で
あ
る
｡

ん

一

般

地

形

島
の
略
中
央
部
に
は
ク
ッ
ポ
ー
チ
ョ
-

(棲
高
四
七
三

光
)
饗
立
L
t
其
の
両
翼
は
本
島
の
長
径
方
向
に
延
長

を
有
し
､
順
次
階
段
的
に
高
庇
を
減
じ

で
爾
鼎

に

至

る
｡
其
の
兼
側
斜
面
は
､
比
較
的
綬
傾
斜
を
覆
し
､
中
央

部
に
於
で
は
'
高
庇
約
二
〇
〇
来
並
に
約

<I
O
O
米
の

二
段
の
平
坦
面
を
降
身
'
急
崖
を
な
す
海
岸
に
終
る
.

園
側
斜
面
は
'
兼
側
は
此
す
れ
ば
造
か
に
急
傾
斜
を
を

し
て
海
岸
に
迫
力
､

一
粁
飴
の
海
岸
平
野
に
移
っ
て
海

に
達
す
る
｡
飴
し
て
東
側
斜
面
は
於
で
見
ら
れ
る
平
坦

面
は
相
督
す
る
と
恩
は
れ
る
慈
の
は
勿
論
'
其
の
他
斯



の
如

き
明
瞭
在
る
平
坦
面
の
存
在
は
殆
ど
謎
め
得
ら
れ

ず
'
倭
は
タ
ッ
ポ
ー
チ
ョ
-
山
の
西
北
並
に
囲
南
棟
速
地

域
に
､
其
の
片
鱗
が
見
ら
れ
る
に
過
ぎ
な

い
｡

海
蝕
崖
の
良
好
夜
聴
蓮
の
見
ら
れ
る
の
は
､
現
刑
瑚

確
の
発
育
不
良
或
は
之
を
敏
ぐ
東
海
岸
に
限
ら
れ
､
現

珊
瑚
礁
の
教
育
良
好
を
西
海
岸
に
於
で
は
､
海
蝕
崖
は

金
-
散
如
し
で
居
る
｡
即
ち
現
珊
瑚
礁
の
存
在
は
､
波

浪
の
破
壊
作
用
よ
わ
現
海
岸
を
完
金
に
保
護
し
て
居
る

事
を
謝
め
ね
ば
怒
ら
を

い
.
叉
尭
海
岸
線
蝕
崖
の
詳
細

を
観
察
の
結
果
は
'
其
の
海
岸
線
の
形
状
に
佐
多
､
敬

連
の
轟
皮
を
異
に
す
か
事
を
認
め
し
め
る
.
即
ち
突
出

部
(
1
枚
に
兼
或
は
束
南
方
に
向
け
突
出
す
る
)
に
佐
多

抱
か
れ
た
轡
岸
は
於
で
は
､
刑
瑚
樵
の
聴
蓮
を
見
老

い

地
域
に
於
で
7P
海
蝕
崖
の
敏
速
不
良
在
る
か
或
は
皆
無

在
る
ほ
反
し
.
其
の
突
出
部
に
於

では
極
め
て
良
好
老

聴
蓬
髪
ボ
し
､
宵
数
十
米
に
及
ぶ

断崖
を
覆
す
場
各
も

亦
稀
で
覆

い
の
で
あ
る
｡
バ

グ
マ
ン
岬
或
は
ナ
フ
タ
ン

岬
附
近
は
共
等
の
好
例
で
あ

る
｡

氏

隆

起

卒

坦

両

軸
伴
統
治
軸
内
虫
要
島
唄

の
地
形
と
地
質
離
脱

現
在
明
瞭
は
観
察
し
得
る
平
坦
面
は
数
個
存
在
し
て

居
る
｡
何
れ
79
東
斜
面
に
於
で
著
し
-
､
爾
斜
面
に
於

で
は
殆
ど
之
を
敏
ぐ
と
云
ふ
現
状
は
在
る
事
は
既
に
述

べ
た
斯
で
あ
る
が
､
次
は
之
等
の
平
坦
蘭
の
成
因
に
据

す
る
先
覚
の
意
見
を
解
介
す
る
と
共
に
､
筆
者
の
観
察

の
大
要
を
記
し
以
て
.
平
坦
再
考
察
の
試
料
を
譜
贋
は

提
供
し
た
-
皿
ふ
｡

サ
イ

パ
ン
島
或
は
之
に
隣
接
す
る
チ
エ
ア
ン
､
乃
至

は
ア
ギ
-
ガ
ン
島
に
著
し
-
教
蓮
す
る
数
段
の
平
坦
両

の
成
因
に
据
し
て
次
の
如
き
二
様
の
見
解
が
下
n
れ
て

居
る
0

(謎
)

即
ち

l
つ
は
海
蝕
基
地
の

隆

起

せ
る
も
の
と
覆
す
も

の
で
あ
わ
､
他
は
刑
瑚
確
の
礁
革
原
面
或
は
礁
湖
面
の

隆
起
せ
る
も
の
と
覆
す
も
の
で
あ
る
O

(1)

前
者
は
多
田
文
男
氏
の
意
見
で
あ
与
､
サ
イ
パ

ン
島

に
於
で
最
常
焼
き
面
積
を
占
め
る
と
云
ふ
海
抜
一

五
〇

米
飴
の
藁
地
面
が
､
石
炭
岩
及
び
基
塊
岩
を
同

一
高
度

に
於
で
斬
る
と
云
ふ
鮎
に
叔
接
を
置
き
､
隆
起
礁
平
原

両
と
云
ふ
見
解
を
否
定
せ
ら
れ
る
と
共
に
､
基
等
の
毒

円
田
況

円
二



地

球

第

二
十
三
容

地
上
に
分
布
す
る
と
云
ふ
図
磯
の
存
在
よ
少
海
蝕
両
夜

i:1
と
推
定
し
､
史
に
尭
南
部
海
樺
地
方
に
凝
蓮
す
る

一

段
低
い
段
丘
並
に
中
央
部
の
数
段
の
低
位
の
段
丘
79
亦

海
蝕
基
地
と
解
さ
れ
カ
の
で
あ
る
｡

(c1)(4)

後
者
は
田
山
利
三
郎
氏
並
は
江
口
元
起
氏
に
依
っ
て

聴
衆
せ
ら
れ
た
所
の
隆
起
礁
卒
原
田
と
す
る
見
解
で
'

之
は
氏
等
の
詑
か
れ
た
朗
の

｢
隆
起
剖
瑚
蔵
の
性
質
｣

よ
少
容
易
に
類
推
し
得
る
朗
で
あ
身
､

ロ
ク
島
は
於
け

る
隆
起
珊
瑚
礁
と
其
の
基
盤
た
る
基
塊
岩
と
の
踊
係
を

示
す
園
は
､
氏
等
の
見
解
を
弧
調
す
る
朗
の
も
の
と
離

し
得
る
｡
熟
し
て
到
達
せ
ら
れ
ね
所
の
結
論
は
､
チ
エ

ア
ン
｡
ア
ギ
-
ガ
ン
等
は
卓
機
の
隆
起
せ
る
79
の
､
サ

イ
パ

ン
は
裾
確
の
隆
起
せ
る
も
の
と
云
ふ
の
で
あ
る
｡

何

れ
に
し
て
も
'
之
等
の
平
坦
面
の
考
察
は
際
し
て

は
､
北
づ
隆
起
石
衣
岩
の
分
布
が
明
か
に
せ
ら
れ
る
と

共
に
､
基
盤
と
の
踊
係
が
明
確
は
せ
ら
れ
ね
ば
怒
ら
在

い
｡
而
し
て
硝
石
次
岩
生
成
の
時
代
が
確
定
せ
ら
れ
る

必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
が
､
之
に
就
5'
で
は
､
時
代
決

定
の
碇
と
在
る
可
き
埋
減
化
石
が
､
主
と
し
て
織
別
困

鮮
大
紋

四
買

四

四

難
を
珊
瑚
と
有
孔
歳
等
の
遮
骸
に
限
ら
れ
る
為
に
'
未

だ
其
の
鮎
が
簡
明
に
せ
ら
れ
て
居
老
い
現
状
に
在
る
串

が
､
此
等
の
成
因
考
察
は
非
常
を
障
害
を
輿

へ
て
居
る

罫
は
革
質
で
あ
る
｡

山
麓
よ
与
山
頂
は
至
る
間
'
階
段
的
ほ
存
在
す
る
石

衣
岩
が
絶
て
時
間
的
開
院
無
-
同

一
過
程
の
も
と
に
生

成
せ
ら
れ
光
も
の
で
あ
る
夜
ら
ば
､
此
の
間
は
刻
ま
れ

た
段
丘
の
各
々
が
海
蝕
段
を
カ
と
の
判
断
を
容
易
は
下

し
得
る
の
で
あ
る
が
､
著
し
其
の
生
成
の
間
に
時
間
的

間
隙
が
存
在
し
同

11
過
程
は
於
で
生
成
せ
ら
れ
た
も
の

で
覆
い
場
合
に
は
ヽ
隆
起
珊
瑚
礁
の
性
質
よ
～?
類
推
し

得
る
朗
の
礁
平
原
面
の
遺
物
な
み
と
銅
鐸
す
る
を
室
皆

と
す
る
場
合
も
あ
る
可
-
､
生
成
時
期
の
新
嘗
の
配
列

如
何
は
依
っ
て
は
複
離
夜
隆
起
沈
降
の
運
動
の
考
察
が

必
要
に
も
在
れ
ば
'
又
生
成
時
期
が
階
段
的
配
列
を
覆

す
場
各
に
は
､
革

1
の
沈
降
運
動
後
の
隆
起
乃
至
は
軍

一
の
隆
起
を
想
定
す
る
革
に
依
っ
て
容
易
に
地
史
h
L組

み
立
て
得
る
の
で
あ
る
｡

然
る
に
､
之
等
の
時
代
観
係
が
明
か
で
潔
い
現
在
で



は
隆
起
銅
瑚
確
の
分
布
或
は
基
盤
岩
と
の
開
係
､
乃
至

は
地
形
要
素
の
組
合
せ
よ
-
推
定
を
試
み
る
よ
み
外
に

現
在
の
地
形
よ
か
推
定
し
得
る

明

瞭
を平
均
面
の
中
､

其
の
敢
高
位
の
も
の
は
'
平
均
高

度約三
四
〇
米
､
ク
ツ

間 一 第

ポ
ー
チ
m
I

山中腹
は
僻
み

､

其
の

山
頂

部とは高
距
約
五

〇

米
の
愈
崖

に依っ
て
明
瞭
に
劃

さ
れ
る
と

共に
'
次
位
平
坦
両

と
も
又
高

距約五
〇
米
の
急
崖

に
依
っ
て

隔
てち
れ
る
所
の
も

の
で
あ
る
｡

開
肝
の

皮は
ク
ッ

ポ
ー
チ
ョ
-
山
南
方
地
域

は

於

で
著
し
-
従
っ
て
此
の
地
域
は

於
で
は
'

略
同高
度
の
平
坦
山

稜
よ
･n
平

坦面を
推
定
し
得
る

に
止
る
が
､

北方
地
域
は
於
で

は
､
約
五

〇〇米
の
幅
を
有
す

る
明
瞭
夜

平坦面が
保
存
せ
ら

れ
て
居
る

｡(E.i1両
)

は
其
の
地
史
を
播

き
程
を
い
評
で
あ
る
｡

次
に
平
坦
両
の
現
状
は
就

い
て
避
ぶ
れ
ば
(第

1
閲
)､

摘
搾
舵
泊
鋼
内
虫
嬰
掩
桝
の
地
形
と
地
質
雛
蹴

次
位
革
坦

面
は
平
均
高
庇
二
二

〇米､
タ
ッ
ポ
ー
チ
m

I
山
地
に
於
で
は
其
の
東
線
部
は

磯達し
'
其
の

以北

印

篭

四

五



地

球

節
二
十
三
春

の
地
域
は
於
て
は
p

本
島
の
脊
稜
部
を
占
め
.
所
謂
電

信
山
高
地
を
含
む
も
の
で
あ
る
｡
(
E<N
而
〕

多
m
氏
は
此
の
E山繭

と
下
位
の
平
均
高
度
八
〇
米
の

チ
ャ
チ
ャ
姦
地
面
(Ejq
宙
)
を
同

一
平
坦
面
と
し
て
取
故

は
れ
ね
が
､
両
者
の
不
連
槙
即
ち
両
者
の
間
に
'
平
均

高
距

一
〇
〇
米
の
連
臆
せ
る
忠
僕
の
存
在
す
る
事
よ
白

骨
然
之
は
区
別
せ
ら
れ
ぬ
ば
な
ら

ぬ
朗
の
も

の
で
あ

る
｡
従
っ
て
電
信
山
附
近
に
於
で
明
か
に
石
灰
岩
を
切

っ
て
屠
る
TN
面
と
､
ラ
タ
ラ
タ
地
方
に
於
て
安
山
岩
を

明
ら
か
に
切
る
EJd
面
を
同

一
平
坦
面
と
見
て
も
然
し
て

異
つ
ね
岩
石
を
同

一
の
面
で
切
る
と
の
理
由
を
以
て
隆

起
礁
平
原
再
に
あ
ら
ず
と
せ
ら
れ
た
氏
の
海
蝕
基
数
に

は
賛
意
を
表
し
兼
ね
る
朗
で
あ
る
｡

勿
論
之
は
多
田
氏
の
改
む
全
面
的
は
否
定
す
る
事
を

意
味
す
る
も
の
で
は
夜
-
､
其
の
論
櫨
の
l
部
分
の
訂

正
を
願
ふ
程
度
の
塾
賓
に
過
ぎ
を
い
罫
は
も
と
よ
身
で

あ
る
｡
荷
興
っ
た
岩
石
が
同

一
の
平
坦
面
は
依
っ
て
切
ら
れ

る
が
如
-
見
ゆ
る
場
合
が
'
刑
瑚
樵
と
第
三
紀
岩
或
は

鮮
六
統

蜘
宍

四
六

其
の
他
の
岩
石
の
場
合
に
は
起
み
得
る
事
を
考
察
よ
み

除
外
す
る
轟
は
出
凍
覆
い
と
恩
ふ
｡
特
に
祁
骨
距
離
隔

て
ら
れ
た
る
際
に
は

一
層
期
の
如

き
場
合
が
生
じ
得
る

可
能
性
を
増
す
79
の
～
や
う
に
考
へ
ら
れ
る
｡

例

へ
ば
基
盤
が
造
礁
刑
糊
の
成
育
を
許
n
覆
い
慌
皮

(
矢
部
致
授
け
依
れ
ば
約
四
〇
米
以
上
)
よ
-
比
較
的
急

激
在
る
隆
起
を
行

っ
て
水
面
上

に
現

は
れ
光
る
際
に

は
､
其
の
基
盤
岩
は
直
ち
に
別
刺
を
受
け
初
め
る
事
は

常
然
考
へ
ら
れ
る
革
で
あ
る
が
.
其
の
場
合
'
基
盤
岩

が
軟
錫
在
第
三
紀
水
成
岩
の
如

き
も
の
で
あ
れ
ば
.
土

砂
の
流
出
も
著
し
い
鰐
で
あ
ら
'
従
っ
て
其
の
沿
岸
が

刑
瑚
教
生
困
難
在
る
状
況
は
奄
つ
カ
と
推
察
す
る
に
難

-
は
を
い
が
､
基
盤
の
形
状
或
は
隆
起
量
の
不
均
等
等

ほ
依
る
地
域
的
差
異
は
刑
瑚
礁
教
育
の
催
件
を
具
へ
得

る
故
に
､

一
地
方
に
於
で
浸
蝕
に
俵
か
平
坦
化
作
用
が

進
め
ら
れ
つ
J
あ
る
際
は
､
他
地
方
は
於
で
は
刑
瑚
樵

が
教
育
し
其
の
礁
平
原
南
の
増
大
が
計
ら
れ
つ
ゝ
あ
る

と
云
ふ
場
合
が
存
在
す
る
帯
で
あ
る
｡

次
い
で
期
の
如

き
状
態
の
蔵
相
督
期
間
静
止
の
状
態



が
保
た
れ
る
怒
ら
ば
､
浸
蝕
平
坦
面
と
礁
平
原
両
が
略

同
高
度
に
も
な
-
得
れ
ば
又
両
者
の
間
は
荷
高
度
の
差

,<TJ
増
す
場
合
も
あ
-
.得
る
評
で
あ
る
｡

荷
隆
起
の
結
莱
p
基
盤
が
僅
か
は
水
田
を
越
ゆ
る
程

度
に
止
る
怒
ら
ば
'
海
蝕
を
も
受
け
て
比
較
的
短
期
間

に
平
坦
化
さ
れ
る
と
共
に
､
土
砂
の
流
出
を
殆
ど
絶
て

ば
､
其
の
沿
岸
は
珊
瑚
礁
の
教
育
を
許
す
状
況
は
立
ち

至
る
可
-
'
此
の
場
合
に
は
海
蝕
面
と
礁
平
原
面
が
岡

山
地
方
に
於
て
略
同

一
高
度
に
見
ら
れ
る
串
に
な
る
｡

然
し
て
先
に
述
べ
カ
EIN
南
の
平
均
の
幅
は
'
中
央
部

に
於
で
約

一
三
〇
〇
米
､
北
東
部
に
薫
る
ほ
従
以
其
の

幅
は
減
じ
て
約
八
〇
〇
米
と
在
る
｡
此
の
Te.面
の
大
部

分
は
赤
色
を
尊
び
ね
土
壌
即
ち
石
衣
岩
の
溶
解
は
依
っ

て
捷
じ
ね
チ
ッ
ラ
p
ヅ
サ

の
暦
に
依
っ
て
被
櫨
せ
ら
れ

て
居
る
が
p
其
の
厚
n
は

一
様
で
在
-
p
現
地
の
生
成

に
踊
る
も
の
と
然
ら
ざ
る
も
の
が
場
所
に
依
っ
て
は
混

合
し
て
屠
る
の
で
は
無

い
か
と
思
は
れ
る
｡
革
質
､
T
l

面
上
に
刻
ま
れ
た
谷
の
Eleq面
へ
の
出
口
は
､
小
規
模
の

も
の
で
は
あ
る
が
p_
扇
状
地
を
有
す
る
場
合

が

タ
ヅ
ポ

･
南
洋
雄
治
似
内
翁
嬰
偽
桝
の
地
形
と
地
武
如
靭

-

チ
m
-
山
東
錬
地
域

は

於
で
は
充
分
観
察
出
家
カ
所

で
あ
ヵ
､
此
の
地
域
に
於
で
は
特
に
チ
ッ
ラ
ワ
ッ
サ
の

暦
が
厚
5
軍
は
先
さ
の
見
方
は
相
菅
の
蓋
然
性
を
典

へ

る
も
の
と
恩
ふ
｡
又
此
の
部
分
に
於
け
る
チ
ッ
ラ
ロ
ツ

サ
の
表
層
中
に
は
安
山
岩
｡石
炭
粗
面
岩
｡砂
岩
等
の
此

故
的
圃
磨
n
れ
ね
磯
が
散
期
し
て
居
る
｡
此
等
の
固
磯

の
存
在
は
既
に
'
多
田
氏
に
依
っ
て
指
摘
せ
ら
れ
た
朋

で
あ
-
'
附
近
に
之
等
の
岩
石
よ
わ
成
る
山
地
を
見
出

し
符
を
い
革
と
併
せ
て
氏
の
魔
蝕
基
推
定
の

l
つ
と
根

接
と
在
っ
て
居
る
｡
然
し
.
田
山
氏
に
依
っ
て
明
か
に

せ
ら
れ
た
p
タ
島
は
於
け
る
石
衣
岩
と
集
塊
岩
の
輔
係

を
考
慮
に
入
れ
る
怒
ら
ば
､
サ
イ
パ
ン
島
に
於
で
も
'
其

の
石
衣
岩
段
の
基
部
に
皆
っ
て
基
盤
岩
が
露
ji.
す
る
部

分
が
存
在
す
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
の
疑
は
生
ず
る

帯
で
あ
る
｡
筆
者
の
踏
査
せ
る
区
域
に
於
で
は
､
E
IN
面

を
有
す
る
石
衣
岩
段

の
基
部
は

一
般
に
チ
ッ
ラ
ワ
ッ
サ

の
厚
暦
に
依
っ
て
被
覆
せ
ら
れ
て
居
た
.
従
っ
て
此
の

鮎
は
､
荷
撒
水
の
踏
査
の
結
果
に
得
た
ね
ば
な
ら
な

い
｡

次
.ほ
著
し
い
平
坦
面
は
平
均
高
度
約
八
〇
米
の
多
田

四
四
九

四
七



地

球

鰐
二
十
三
各

氏
の
所
謂
チ
ャ
チ
ャ
姦
地
面
を
含

ひ
も
の
(
Elq
両
)
で
あ

る
が
､
比
の
E<0
両
と
E]eq面
の
中
間
'
約
二

ハ

○
米
の
高

庇
に
翻

一
段
の
平
均
面
(
E.=
面
)
が
存
在
す
る
｡
ク
ツ
ポ

ー
チ
ヨ
ー
山
南
側
地
域
は
於
け
る
略
同
高
度
の
平
坦
山

稜
数
個
の
存
在
は
t
EleC面
存
在
互
選
審
す
る
も
の
と
恩

ふ
O
然
し
て
Eleq面
は
.
EIN
面
或
は
E-[面
の
如
-
､
本
島

金
般
些
且
っ
て
の
明
瞭
在
鱗
-
を
有
し
夜
い
も
の
J
や

う
で
あ
る
が
p
ク
ッ
ポ
ー
チ
ョ
-
山
塊
閣
線
部

に
鮎
在

す
る
略
同
高
度
の
平
坦
山
稜
は
E<m
面
の
l
部
分
と
も
見

ら
る
可
-
､
又
東
北
鼎
バ
ナ
デ
ル
地
方
に
孤
立
し
て
存

在
す
る
約

二

〇
米
の
明
瞭
在
る
平
坦
面
も
P
Er
両
の

傾
斜
を
考
慮
は
入
れ
る
時
､
其
の
高
度
差
を
以
て
し
て

も
碕
E=
宙
は
含
ま
し
め
る
よ
カ
t
Eln
面
の
1
部
分
と
見

る
方
が
通
皆
の
や
う
に
息
は
れ
る
｡
飴
し
地
域
的
に
相

督
隔
た
-1
を
有
す
る
鳥
は
勿
論
推
定
は
困
難
で
あ
ヵ
､

一
二
〇
米
乃
至
は

1
四
〇
米
の
高
度
を
有
す
る
ハ
グ
マ

ン
岬
或
は
ナ
フ
タ
ン
山
等
ほ
於

て見
ら
れ
る
山
稜
の
平

坦
両
を
併
せ

で､
此
の
高
度
に
葡

丁
段
の
平
坦
両
を
想

定
す
可
さ
で
あ
る
の
か
79
知
れ
老
い
｡

節
六
統

監

O

四
八

EIV
両
は
ラ
タ
ラ
ク
地
方
及
び
ア
ス
リ
ト
地
方
に
見
事

を
敏
捷
聖
杯
し
て
居
る
｡
椅
其
の
延
長
と
見
る
可
き
も

の
が
某
北
海
岸
地
方
山
脚
は
接
し

て､
小
区
域
で
は
あ

る
が
明
瞭
に
存
在
す
る
轟
が
平
坦

山稜
を
追
跡
す
る
事

に
依
っ
て
推
定
し
得
る
｡

テ
ク
テ
ク
地
方
は
各
般
的
に
比
較
的
軟
婦
夜
第
三
紀

水
成
岩
(主
と
し
て
砂
岩
)

地
域
で
あ
る
為
は
､
石
衣
岩

地
域
の
ア
ス
サ
ト
地
方
と
は
興
っ
た
地
貌
を
毒
し
て
居

る
0即
ち
此
鮫
的
開
折
の
度
は
進
ん
で
居
卓
､
明
瞭
を
平

坦
基
地
は
､
上
位
平
坦
両
と
の
境
を

夜
す
急
崖
に
按
す

る
小
区
域
に
保
存
せ
ら
れ
る
ほ
止
る
が
'
ア
ス
リ
ト
地

方
に
於
tj
は
'
腐
5,区
域
に
亘
っ
て
模
式
的
な

軍
規
面

が
威
さ
れ
て
居
る
0
谷
は
僅
ほ
其
の
縁
遠
部
を
刻
む
に

止
ま
与
'
基
地
上
は
二
三
の
小
塊
模
の
ド
リ
ー
ネ
を
除

け
ば
金
-
坦
々
光
る
も
の
で
､
隆
起
後
荷
日
増

さ
を
明

瞭
は
物
語
っ
て
居
る
.

両
地
方
典
は
､
其
の
東
面
は
金
-
ラ
テ
ラ
イ
ト
暦
で

被
覆
せ
ら
れ
て
居
る
｡
ラ
タ
ラ
ク
地
方
は
於
け
る
同
暦



は
比
故
的
厚
-
チ
ャ
チ
ャ
附
近
ほ
放
て
は
三
米
以
上
に

も
及
ぶ
朗
が
あ
ゎ
､
暦
中
は
小
固
磯
を
含
む
革
は
EICq面

の
場
各
と
同
様
で
あ
る
｡
此
の
ラ
テ
ラ
イ
ト
が
チ
ッ
ラ

ワ
ッ
サ
起
原
の
79
の
で
あ
る
か
或

は
安
山
岩
頻
の
風
化

物
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
が
何
れ
に
し
て
も
､
現
地

生
成
物
に
あ
ら
ざ
る
革
は
確
か
で
協
旬
｡
ア
ス
ク
ト
地

方
に
放
け
る
ラ
テ
ラ
イ
ト
暦
も
渦
管
の
厚
n
を
有
す
る

事
は
罫
賓
で
あ
る
が
磯
は
.
聾
者
の
観
察
し
た
限
-,h
ほ

於
七
は
金
-
之
を
説
め
得
意
か
つ
ね
.

要
す
る
に
E･4<面
は
､
ヒ
ナ
シ
ス
山
附
近
に
於
で
は
､

(=c)

安
山
岩
を
(
坤
谷
氏
に
於
る
)'
ア
ス
-
ト
地
方
に
放
て

は
石
衣
岩
を
p
ラ
タ
ラ
ク
地
方
は
於

で
は
第
三
紀
水
成

岩
を
切
っ
て
居
る
革
は
革
質
で
あ
る
が
'
既
に
EICq面
の

考
察
に
際
し
て
述
べ
た
る
が
如
き
場
合
も
存
在
し
得
る

故
に
p
興
る
岩
石
を
同

1
高
庇
は
於
で
切
る
故
を
以
て

檀
ち
ほ
海
蝕
基
地
と
の
推
定
を
下
す
ほ
は
多
分
の
騰
緒

を
戚
ず
る
朗
で
あ
る
｡

E<<
面
以
下
の
高
度
に
於
で
は
､
東
北
端
部

.rJl
ナ
デ
ル

地
方

の
平
均
高
度
約
三
〇
米
の
平
坦
面
を
除
け
ば
､
殆

招
洋
統
治
鋸
内
主
事
偽
肋
の
地
形
と
地
質
舶
叔

ど
平
坦
面
ら
し

さ
も
の
J
存
在
は
静
め
ら
れ
覆
い
.
然

し
現
源
程
よ
わ
E小
南
に
至
る
間
の
此
政
的
急
峻
を
斜
面

は
附
著
し
た
石
衣
岩
段
数
個
の
存
在
は
､
上
位
石
灰
岩

平
坦
面
の
考
察
の

一
助
と
も
在
る
可
き
も
の
で
あ
き
'

軽
々
に
取
扱

払
草

q
得
を

い
存
在
と
恩
ふ
.

次
に
､
ラ
タ
ラ
ク
よ
わ
チ
ャ
チ
ャ
は
至
る
斜
面
に
附

着
す
る
石
衣
岩
段
四
個
の
も
の
に
就

い
て
の
観
察
を
述

べ
る
.
最
下
段
の
石
衣
岩
段
は

一
般
に
魚
屋
を
以
て
海

岸
に
臨
み
'
其
の
基
部
と
現
生
珊
瑚
礁
と
は
完
杢
在
る

接
触
を
保
ち
'
両
者
の
問
に
は
何
等
の
閉
院
も
磯
n
れ

て
居
覆

い
.
然
し
前
者
は
明
瞭
は
隆
起
石
衣
岩
で
あ
カ

後
者
は
明
瞭
に
現
生
耶
瑚
礁
で
あ
る
故
に
､
両
者
の
間

に
は
骨
飴
生
成
時
代
を
劃
す
る
境
界
が
存
在
す
る
筈
で

あ
る
が
､
現
地
は
於
で
も
伺
'
両
者
の
岩
質
の
類
似
は

明
瞭
を
境
界
を
我
々
に
把
捉
せ
し
め
を

5'｡
従
っ
て
､

之
等
の
生
成
時
代
数
異
に
す
る
両
石
友
岩
が
新
た
に
隆

起
し
た
場
各
を
考
察
す
る
が
ら
ば
'
唯

l
連
の
石
悉

石

と
し
か
見
え
覆
い
の
は
皆
無
で
あ
っ
て
其
虞
は
隆
起
礁

平
原
面
を
海
蝕
蔓
と
観
る
危
険
を
減
し
て
居
る
の
で
は

望

1

四
九



鰐
二
十
三
春

あ
る
ま
い
か
?

第
二
の
石
衣
岩
段
は
約
二
〇
米
の
所
に
あ
る
｡
最
下

段
と
の
接
胸
部
分
は
明
瞭
に
は
観

察
出

来
な
か
っ
た

が
二

部
介
基
盤
岩
の
露
出
の
見
ら
れ
る
所
が
あ
っ
た
｡

第
三
の
石
衣
岩
段
は
約
四
〇
米
の
朗
に
､
第
四
の
も
の

は
約
六
〇
米
の
所
に
存
在
す
る
｡
第
三
段
と
第
四
段
の

間
に
は
第
三
紀
砂
岩
の
露
出
が
明
瞭
は
見
ら
れ
る
と
典

に
'
石
衣
岩
段
が
谷
に
切
断
せ
ら
れ
て
居
る
馬
に
､
断

面
形
は
於
で
三
角
形
を
量
し
､
中
心
を
離
れ
る
に
従
払

石
衣
岩
の
厚
さ

を
増
加
し
'
其
の
兼
備
在
る
断
崖
の
所

で
最
大
の
厚
さ
ヰ竺

ホ
す
状
態
が
充
分
観
察
出
水
ね
の
で

あ
る
｡
要
す
る
に
以
上
四
佃
の
石
衣
岩
段
は
､
最
下
段
石
衣

岩
と
現
生
刑
瑚
椛
と
の
関
係
よ
-
推
察
し
て
'
上
段
よ

り
順
次
生
成
の
時
代

を
新
し
-
す

る
隆
起
裾
礁

で
あ

-
､
石
衣
岩
上
に
残
さ
れ
た
る
平
坦
面
は
隆
起
礁
平
原

面
で
あ
る
と
解
す
る
方
が
遭
普
ら
し
-
凪
は
れ
る
｡

同
様
な
閥
係
に
あ
る
の
で
は
を
い
か
と
恩
は
れ
る
も

の
が
相
'
ク
ッ
ポ
ー
チ

ョ-

山
頂
部
と
Tl
面
の
問
の
斜
面

飾
六
助

塁

1

五
〇

或
は
Tl
面
と
Eleq面
の
間
の
斜
面
に
も
春
麗
す
る
や
う
で

あ
る
が
'
踏
査
の
不
充
分
は
此
虞
に
記
述
す
る
事
を
許

rJを
い
じ

以
上
述
べ
た
朗
の
隆
起
平
坦
面
に
就

い
て
の
観
察
並

に
之
等
ほ
加

へ
カ
所

の
考
察
を
紙
宿
し

て
見
る
在
ら

ば
'
其
魔
に
､
サ
イ
パ
ン
島
の
地
史
の
一
つ
の
見
方
が

組
立
て
稗
ら
れ
る
や
う
に
恩
ふ
.

即
ち
､
サ
イ
.'l
ン
島
の
地
史
が
安
山
岩
の
噴
出
に
依

る
火
山
島
の
出
現
に
初
せ
っ
た
事
は
'
島
の
基
底
が
安

山
岩
で
あ
る
轟
よ
-
容
易
に
推
定
出
凍
る
｡
又
'
現
在

島
の
最
高
所
が
牌
で
石
衣
岩
に
よ
-
被
覆
せ
ら
れ
て
居

る
串
は
､
火
山
島
が
少
ぐ
と
も

一
時
海
中
は
捜
し
た
事

む
も
推
定
せ
し
め
る
｡
然

し
水
成
岩
の
存
在
は
例
刻
を

受
け
た
期
間
の
存
在
堅
不
す
も
の
で
あ
-
'
又
EIN
面
h
t

有
す
る
石
衣
岩
基
地
は
'
其
の
基
盤
の
各
般
的
の

平
坦

さ
を
推
定
せ
し
む
る
ほ
足
る
故
に
'
完
重
な
る
沈
降
に

発
ち
て
'
火
山
島
が
或
る
程
度
平
坦
化
さ
れ
ね
と
解
し

て
差
支
へ
は
無

い
｡
平
坦
化
作
用
が

一
部
分
海
蝕
に
依

っ
て
行
を
は
れ
ね
も
の
と
の
見
解
も
亦
可
能
で
あ
る
｡



同
時
は
､
刑
瑚
礁
の
教
育
は
槻
L
で
蓮
ぶ
る
夜
ら
ば
も

倒
刺
に
依
る
岩
層
の
流
出
が
刑
瑚
教
生
を
妨
げ
を
い
轟

庇
に
達
す
る
な
ら
ば
'
火
山
島
の
周
囲
は
刑
瑚
礁
が
磯

宵
を
始
め
る
と
北
ハほ
､
沈
降
速
度
が
珊
瑚
礁
磯
青
の
割

合
に
比
し
て
大

qJ-
夜
け
れ
ば
'
最
初
に
生
じ
た
裾
樵

は
形
を
慶
じ
て
鎮
礁
と
夜
わ
､
証
に
沈
降
が
蒔
け
ら
れ

る
な
ら
ば
'
珊
瑚
礁
の
厚
さ
は
益
々
槍
大
す
る
と
共
に

或
は
環
礁
に
迄
も
磯
適
す
可
き
運
命
に
在
っ
た
も
の
か

も
知
れ
な

か
｡
期
の
如
-
し
て
兎
に
角
蕉
じ
死
所
の
厚

い
刑
瑚
確
が

其
の
後
の
間
歌
的
の
隆
起
に
依
っ
て
水
上

に
現
は
れ
る
と
北
ハほ
､
其
の
運
動
の
各
休
止
聞
け
海
蝕

を
受
け
て
'
現
在
見
ら
れ
る
が
如
p
,階
段
的
に
磯
蓮
す

る
数
個
の
平
坦
両
を
有
す
る
に
至

つ
ね
と
考
へ
る
ほ
は

荷
蔑
多
の
疑
鮎
の
存
す
る
革
は
既
に
述
べ
た
所
で
あ
る

が
､
珊
瑚
教
生
可
髄
粗
度
の
限
外

内
に
於
で
は
､
隆
起

の
際
に
も
刑
瑚
確
の
厚
r
uの
樹
大
は
骨
然

考
へ
得
ら
れ

る
所
で
あ
か
､
従
っ
て
静
止
の
際
に
は
'
期
間
rL
へ
許

r
uれ
る
な
ら
ば
､
刑
瑚
確
の
厚
ru
は
限
界
の
極
限
約
五

〇
米
内
外
に
達
し
得
る
評
で
あ
る
｡
故
は
段
に
依
っ
て

甫
押
紙
沖
部
内
:Ji3輩
粒
桝
の
地
形
と
地
解
離
孤

異
る
時
代
の
生
成
に
禍
は
る
も
の
と
見
放
せ
ば
､
サ
イ

パ
ン
.島
に
於
け
る
隆
起
石
衣
岩
の
犀
n
は
､
崖
高
は
-

推
察
出
凍
る
と
す
る
を
ら
ば
普
通
は
約
五
C
,米
内
外
で

あ
る
故
に
､
厚
さ
に
開
し
て
は
沈
降
を
考
察
よ
か
除
外

し
て
も
荷
充
分
に
訣
別
出
凍
る
範
囲
内
に
あ
る
｡

従
っ
て
､
火
山
島
の
沈
下
が
比
較
的
急
激
に
行
を
ほ

れ

て､
珊
瑚
敏
捷
可
能
洗
皮
の
限
界
を
越
え
た
と
し
で

も

､其
の
後
の
隆
起
は
依
っ
て
'
逐
次
階
段
的
ほ
卓
礁

(
或
は
姦
礁
)
､
或
は
裾
樵
､
隆
起
の
間
は
相
皆
の
沈
降

が
挟
ま
る
怒
ら
ば
埠
倉
に
依
っ
て
は
爆
確
が
生
成
せ
ら

れ
て
､
現
在
は
至
っ
た
と
の
見
解
も
サ
イ
パ
ン
島
の
場

合
に
於
で
は
l
腰
は
成
立
す
る
樺
で
あ
る
｡

何
れ
に
し
て
79
.
現
在
見
ら
れ
る
数
個
の
平
坦
両
が

隆
起
の
休
止
期
は
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
轟
に
は
髄
無

-
'
従
っ
て
平
坦
面
の
数
が
隆
起
の
回
数
を
現
は
L
t

其
の
顔
秋
が
休
止
時
期
の
養
知
を
現
は
す
も
の
と
見
て

差
文
は
無

い
｡
第
二
園
は
､
本
島
中
丸
郵
来
斜
面
に
敷

け
る
石
衣
岩
段
を
材
粋
と
し
て
､
模
式
的
ほ
過
去
の
隆

起
の
傾
向
を
現
し
た
も
の
で
あ
る
｡
之
に
依
れ
ば
､
少

望

l･.l

五

1



第

二
十
三
谷

く

J
J
乱

U

十

回

間

歓
的
に

隆
起
が

行
を
は

れ
ね
事

に
な
み

其
の
間

に

'
現

在

見
ら

れ
る
朋

の
明
瞭

在
る
平

坦
面
を

作
る
ほ

至
っ
た

比

較

的

長

期

に

亘
る
静

第
六
鋭

四
蒜

五
二

止
期
間
が
少
く
と
も
四
回
挿
ま
っ
ね
と
考

へ
得
る
｡

飴
し
叉
､
ク
ツ
ポ
ー
チ

mI
山
来
園
地
域
は
於
け
る
隆

起
僅
礁
と
79
児
倣
し
得
る
が

如
き
形
態
を
有
す
る
石
衣

岩
の
布
衣
'
ラ
タ
ラ
ク
地
方
に
於
け
る
浅
海
堆
積
物
と

も
解
し
得
る
ラ
テ
ラ
イ
ト
暦
の
存
在
.
或
は
平
坦
面
の

海
岸
線
に
平
行
を
る
方
向

へ
の
傾
斜
､
乃
至
は
海
蝕
崖

と
も
見
ら
れ
る
平
坦
面
間
の
断
崖
の
示
す
地
域
的
の
高

度
差
等
は
'
隆
起
畳
の
地
域
的
差
異
に
依
る
の
み
な
ら

ず
'
隆
起
の
途
中
は
小
量
の
沈
降
の
介
在
'
或
は
更
に

隆
起
と
共
に
或
る
地
方
に
放
て
は
沈
降
が
行
を
は
れ
た

場
合
の
存
在
す
る
事
を
多
分
に
暗
示
す
る
79
の
と
恩
は

れ
る
｡四
'
テ
ィ
ニ
ア
ン
島

テ
ィ
ニ
ア
ン
は
､

約
五
粁
の
幅
を
有
す
る

サ
イ
.'l
ン

水
温
を
隔

てゝ
'
サ
イ
パ
ン
島
は
蓮
る
南
北
約
二
〇
粁

東
酉
約

一
〇
粁
ほ
亘
る
略
菱
形
の
島
で
あ
る
｡

金
島
殆
ど
隆
起
石
衣
岩
よ
り
威
力
'
地
勢
は

1
殻
に

平
坦
｡
サ
ン
ハ
ロ
ン
よ
･ch
マ
ル
ポ
を
経
て
ク
ネ
マ
サ
ワ

ッ
グ
ほ
至
る
低
地
は
本
島
を
西
北
牛
部

と
兼
南
中
部
に



分
つ
｡
其
の
西
北
牢
部
に
於
け
る
主
山
稜
の
方
向
は
約

北
四
〇
度
西
.
菜
園
中
部
は
放
け
る
主
山
稜
の
方
向
は

約
北
二
〇
度
東
で
あ
る
｡
熟
し
て
西
海
岸
サ
ン
ハ
ロ
ン

附
鑑
を
除
け
ば
殆
ど
断
崖
h
t以
っ
て
海
に
臨
み
'
海
岸

ほ
は
現
珊
瑚
礁
の
教
育
は
殆
ど
見
ら
れ
を

い
.

本
島
の
基
底
が
サ
イ
パ
ン
島
同
様
安
山
岩
及
第
三
紀

層
よ
タ
成
る
革
は
既
に
柾~
山
氏
に
依
-,h報
ぜ
ら
れ
カ
所

で
あ
る
が
'
不
串
英
等
の
地
域
を
踏
査
す
る
機
骨

に
恵

間 三 筋

｣ (マJL.イく

ま
れ
な
か
っ
た
聾
者

に
は
唯
隆
起
石
衣
岩

に
就
い
て
の
み
の
記

I.Yt.1
-l■
,_･･

蓮
が
此
盛
に
許
n
れ

る
に
過
ぎ
覆
い
｡

本
島
に
於
で
は
､･

著
し
い
平
坦
面
が
三

段
静
め
ら
れ
る
｡
即

ち
主
山
稜
の
大
部
分

を
含

む
平
均
高
度
約

一
七
〇
米
の
高
位
平

坦
而
'
最
も
磨
き
面

積
を
占
め
る
平
均
高

庇
約
七
五
米
の
下
位

平
坦
両
及
び
両
者
の

縮
洋
紙
拍
部
内
虫
蟹

島
帆
の
地
形
と
地
質
榔
粕



地

球

妨
二
十
三
谷

中
間
平
均
高
庇
約

一
二
〇
光
の
平
坦
面
が
其
の
三
個
で

あ
る
｡
(
第
三
園
)

然
し
て
之
等
の
各
軍
坦
面
が
､
サ
■
パ

ン
島
は
於
け

る
著
し

き
卒
粗
面
Er
･
E=
及
び
E･<<
面
は
対
比
せ
ら
る
可

き
も
の

で
あ
る
事
は
､
共
等
の
配
列
或
は
横
ら
乃
至
は

各
平
坦
面
の
高
度
差
等
よ
か
容
易
に
推
定
出
凍
る
所
で

あ
る
が
､
両
島
に
於
け
る
各
段
の
平
坦
面
を
推
定
せ
し

め
た
平
坦
山
稜
或
は
基
地
面
の
高
庇
が

1
枚
に
北
よ
わ

商
に
至
る
ほ
後
払
順
次
減
じ
て
行
-
革
は
'
共
感
に
推

定
平
坦
面
の
傾
斜
に
就

い
て

一
考
せ
し
め
る
と
共
に
､

英
等
の
高
度
壁
化
の
詳
細
在
る
吟
味
は
､
過
去
の
隆
起

或
は
沈
降
運
動
の
地
域
的
不
均
等
を
数
量
的
に
示
す
材

料
を
提
供
す
る
や
う
に
瓜
は
れ
る
｡
此
廃
に
云
ふ
数
量

的
と
は
'
現
在
推
定
し
得
る
平
坦
面
の
傾
斜
或
は
各
平

坦
南
開
の
高
度
差
等
が
､
各
時
期
に
於
け
る
隆
起
沈
降

運
動
の
敢
後
の
結
果
を
不
す
ほ
止
る
以
上
､
妃
封
的
の

数
量
を
知
る
は
も
と
よ
少
不
可
能
で
あ
わ
捉
つ
-tJ
革
に

平
坦
面
相
互
の
此
敏
閥
係
の
範
囲
内
の
数
量
を
意
味
す

る
の
は
79
と
よ
-
で
あ
る
｡

-JJ

節

六

班

望

六

正
視

故
に
或
る
藤
準
面

を
想
定
す
る
革
に
依
つ
V
.
過
去

の
隆
起
沈
降
運
動
の
傾
向
に
闘
す
る
隈
か
に
於
で
其
の

察
知
は
可
能
に
在
る
と
恩
ふ
｡

次
は
サ
イ
.'t
ン
及
び
テ
T
ニ
ア
ン
両
島
の
概
略
の
過

去
の
運
動
に
就

い
て
述
べ
る
な
ら
ば
､
E.cq面
及
び
Tm
両

の
高
度
差
は
サ
イ
パ
ン
島
中
央
以
北
の
地
域
に
於
て
は

九
〇
米

乃
至

1
0
0
米

に
適
し
て
居
る
｡
然
る
に
テ
ィ

ニ
ア
ン
東
南
部
に
於

ては
僅
か
に
五

〇
米
内
外
に
過
ぎ

な

い
｡
即
ち
EIEq面

を
標準
は
取
る
怒
ら
ば
､
南
部
地
方

よ
-
79
北
部
地
方
が
塩
か
ほ
隆
起
畳
が
大
と
云
ふ
事
に

な
る
｡
叉
で.3両
と
El<l面
の
高
度
差
は
'
サ
イ
パ
ン
島
北

東
部
に
於
で

六
〇
米
乃
至
七
〇
米
､
中
央
部
に
於
七
五

〇
米
乃
至
六
〇
米
､
テ
ィ
こ
ア
ン
に
於
で
は
約
四
〇
米
で

あ
る
｡
故
は
E･<<両
を
模
準
に
す
る
な
ら
ば
､
僅
少
で
は

あ
る
が
'
之
も
亦
南
部
に
比
し
て
北
部
の
隆
起
畳
が
大

と
云
ふ
事
は
在
る
｡
E3
面
の
高
度
は
両
島
典
に
略
同
高

で
あ
･Eh
､
従
っ
て
其
庭
に
は
殆
ど
隆
起
畳
の
地
域
的
不

均
等
が
見
ら
れ
覆

い
と
云
ふ
事
に
在
る
｡

今
此
等
の
輔
係
を
綜
合
し
て
見
る
夜
ら
ば
'
サ
イ
.PT



ン
及
び
テ
ィ
ニ
ア
ン
両
島
の
隆
起
親
畳
は
､
サ
イ
パ
ン
島

北
部
に
於
て
最
も
大
き
-
.
商
､
テ
ィ
エ
ア
ン
ほ
至
る
に

従
以
順
次
其
の
量
を
減
じ
て
居
る
と
見
ら
れ
る
の
で
あ

る
｡
又
地
域
的
隆
起
畳
の
不
均
等
は
､
時
代
を
綴
る
に

従
以
其
の
差
を
減
じ
て
'
極
致
近
の
隆
起
ほ
的
し
て
は

略
均
等
に
行
は
れ
ね
と
児
倣
し
得
る
の
で
あ
る
.

以
上
は
賂
南
北
方
向
の
断
面
に
就
い
て
考
察
を
加

へ

ね
所
で
あ
る
が
'
東
西
方
向
の
数
個
の
断
面
に
就

い
て

も
'
詳
細
を
る
観
察
の
結
果
は
之
と
類
似
の
傾
向
の
存

在
す
る
革
を
見
出
し
得
る
の
で
は
な

S
か
と
瓜
ふ
｡
サ

イ
パ
ン
島
に
放
け
る
某
海
岸
の
隆
起
地
形
及
び
其
の
酉

海
岸
の
沈
降
地
形
よ
･Jl
､
多
田
氏
は
東
西
方
向
の
傾
動

運
動
の
行
は
れ
し
聾
を
推
定
せ
ら
れ
た
所
で
あ
る
が
p

テ
ィ
ニ
ア
ン
に
於
で
も
東
西
方
向
の
傾
動
の
行
は
れ
し

事
を
推
定
す
る
に
足
る
特
典
地
形
を
見
る
罫
が
出
凍
る

の
で
あ
る
｡
即
ち
中
央
部
E
=
面
上
に
刻
ま
れ
た
る
数
個

の
谷
に
見
ら

れ
る
著

し
き

谷

壁
傾
斜
の
非
封
稀
で
あ

る
0谷
は
何
れ
も
南
北
に
近
い
方
向
を
有
し
.
谷
幅
は

1

南
洋
統
治
併
内
虫
斐
粍
堺
の
地
形
と
地
封
離
脱

舷
に
戯
-
且
勾
配
は
甚
だ
揮

い
｡
之
等
の
谷
の
酉
側
壁

は
常
は
綬
傾
斜
面
で
あ
る
ほ
反
し
'
某
側
壁
は
殆
ど
垂

直
に
近
い
断
崖
を
形
成
し
て
居
る
｡
断
崖
の
高
さ
は
平

均

一
〇
米
帯
皮
で
あ
る
が
'
谷
が
El<
両
を
離
れ
ん
と
す

る
朗
に
於
で
最
旦
偽
-
､
海
蝕
崖
と
見

ら
れ
る
EIL<
甫
外

周
の
断
崖
は
完
蚤
に
接
種
し
て
約
三
〇
米
に
達
し
で
居

る
が
､
上
方
に
至
る
ほ
従
以
其
の
高
さ
は
減
じ
て
蓬
に

断
崖
は
滑
失
す
る
は
至
っ
て
居
る
｡

此
の
谷
壁
の
著
し
い
非
封
種
は
､
岩
石
性
質
の
相
違

に
依
る
浸
蝕
養
成
拝
河
流
の
層
曲
に
依
る
側
浸
蝕
差
等

に
蹄
す
可
さ
で
覆
い
革
は
'
此
等
の
地
方
が
蚤
-
隆
起

石
灰
岩
地
域
で
あ
る
革
'
或
は
谷
の
方
向
が
略
直
線
的

で
あ
る
事
よ
4
1明
瞭
に
推
定
出
凍
る
朗
で
あ
や
P
従
っ

て
地
盤
の
傾
動
に
依
っ
て
川
が
樽
移
し
側
浸
蝕
を

一
方

は
の
み
及
ぼ
し
た
結
基
と
見
る
可

さ
で
あ
る
ま
い
か
と

思
よ
o
E
r
面
は

一
般
に
此
陵
的
厚

い
ラ
テ
ラ
イ
ト
暦
に
依
与

被
覆

せ
ら
れ
て
居
る
が
p
ラ
テ
ラ
イ
ト
中
に
多
数
の
造

礁
珊
瑚
の
樹
枝
状
の
断
片
を
浪
ず
る
朗
が
あ
る
｡
之
は

望

七

五
五



地

球

鰐
二
十
三
春

刑
瑚
石
灰
岩
風
化
の

一
段
階
を
現
は
す
も
の
と
見
倣
し

た
い
｡
基
地
の
断
崖
に
臨
む
所
は
仝
-
石
衣
岩
の
露
出

で
あ
ら
結
晶
質
の
石
衣
岩
で
あ
る
事
は
サ
イ
パ
ン
島
に

於
け

る
と
同
様
で
あ
る
｡

相
第
三
盤
場
事
務
所
附
鑑
の
ラ
テ
ラ
イ
ー
中
に
は
相

常
盤
の
砂
鋤
が
含
有
せ
ら
れ
て
居
る
｡
雨
水
の
流
路
は

沿
っ
て
は
砂
蛾
が
多
量
は
集
積
せ
ら
れ
'
馬
蹄
型
磁
石

を
以
っ
て
吸
着
せ
し
ひ
る
革
は
伐
ち
容
易
に
採
集
出
凍

る
｡
之
の
ラ
テ
ラ
イ
ト
中
は
砂
蛾
を
含
有
す
る
と
云
ふ

奉
賛
が
全
般
的
の
革
で
あ
る
か
否
か
は
充
分
に
確
か
め

糧
な
か
っ
た
所
で
あ
る
が
､
此
の
附
近
が
谷
に
替

っ
て

居
る
轟
よ
与
､
川
砂
鎖
で
あ
っ
て
局
部
的
の
分
布
を

不

す
79
の
と
見
る
可
さ
で
あ
る
か
も
知
れ
覆

い
｡
何
れ
に

し
て
も
此
の
砂
政
が
母
岩
よ
ら
直
ち
に
流
し
的
n
れ
ね

第

一
次
的
の
砂
銭
で
あ
る
か
或
は
第
三
紀
暦
中
の
砂
鉄

暦
が
風
化
崩
壊
し
て
流
し
出
さ
れ
た
第
二
次
的
砂
銭
で

あ
る
か
ば
不
明
で
あ
る
が
､
兎
に
角
本
島
の
基
鍍
岩
光

る
第
三
紀
岩
中
に
其
の
母
岩
が
存
在
す
る
と
の
推
定
79

一
膝
は
可
能
で
あ
る
｡

欝
六
班

竪

八

五
六

サ
ン
ハ
ロ
ン

･
マ
ル
ポ
の
低
地
は
於
で
は
特
に
ラ
テ

ラ
イ
ト
暦
が
厚
-
発

達
し
て
居
る
.
第
二
戯
場
事
務
所

附
近
ほ
於
で
は
四
乃
至
玉
来
に
連
す
る
所
が
あ
る
｡
ラ

テ
ラ
イ
ト
暦
の
直
下
に
は
隆
起
石
衣
岩
が
無
-
'
白
色

細
粒
の
カ
ス
カ
タ
と
科
さ
れ
る
石
衣
岩
砂
の
数
米
に
及

ぶ
暦
が
存
在
す
る
｡

附

ア
ギ
-
ガ
ン
島

ア
ギ
-
ガ
ン
島
は
.
テ
ィ
ニ
ア
ン
水
道
を
隔

てJ
､
テ
ィ

ニ
ア
ン
カ
ロ
ニ
ナ
ス
岬
に
封
す
る
長
種
約
五
粁
､
顛
樫

約
二
粁
の
略
楕
固
形
の
小
島
で
'
金
島
殆
ど
海
蝕
崖
に

依
多
国
擁
せ
ら
れ
て
居
る
｡
テ

')
ァ
ン
同
様
明
瞭
在
る

三
段
の
平
坦
基
地
が
見
ら
れ
､

其
の
最
高
段
､
平
坦
高

度
約

1
七
〇
米
の
姦
地
面
は
'
テ
ィ
ニ
ア
ン
に
放
け
る
EICq

面
に
封
此
せ
ら
る
可

き
も
の
で
あ
･q
､
以
下
二
段
の
も

の
は
B.ioj両
及
び
E<<
面
は
夫
々
相
督
す
る
も
の
と
恩
は
れ

る
0因
は
､
田
山
氏
に
依
れ
ば
本
島
の
基
底
に
は
安
山
岩

が
見
ら
れ
る
と
云
ふ
｡

五
､
ヤ
ッ

プ

島



国
力
P
リ
ン
群
島
の
西
部
は
位
す
る
ヤ
ッ
プ
島
は
､
本

島
'
ヤ
ッ
プ
及
び
ル

モ
ン
の
三
島
よ
･Ja
成
る
略
直
角
三
角

形
の
島
で
あ
る
｡

周
囲
に
は
幅
二
粁
乃
至
四
粁
ほ
達
す

る
裾
樵
が
凝
蓮
し
て
居
る
が
､
其
の
雄
大
怒
る
事
は
群

島
中
随

一
で
あ
み
､
其
の
成
因
に
輔
し
て
は
.'チ
エ
リ
イ

の
氷
河
調
節
敦
に
依
る
よ
-
は
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
沈
降
詮

に
依
っ
て
好
-
散
明
せ
ら
れ
る
と
考

へ
ら
れ
る
所
の
も

の
で
あ
る
｡

本
島
の
中
央
部
に
は
.

一
四
〇
米
乃
至

一
八
〇
米
高

度
の
丘
陵
が
南
北
に
済
み
'
其

の
周
遊
は
三
〇
米
内
外

の
高
度
を
有
す
る
波
状
基
地
よ
み
明
瞭
に
劃

さ
れ
て
居

る
○丘
陵
地
は
主
と
し
て
千
枚
岩
質
の
物
色
貫
岩
及
び
凝

次
質
岩
石
よ
み
担
質
せ
る
も
の
J
如
-
皿
は
れ
る
友
純

色
片
岩
(
坪
谷
氏
に
依
れ
ば
隠
避
石
片
岩
)
の
互
暦
よ
卓

成
少
'
丘
陵
の
周
遊
部
に
於

で其
の
新
鮮
な
る
露
出
が

充
分
観
察
出
凍
る
｡
丘
陵
上

は
1
肢
に
露
出
恵
-
碑
石

が
見
ら
れ
る
に
過
ぎ
な

い
｡

又
サ
イ
パ
ン
或
は
テ
ィ
ニ
ア
ン
に
於
で
見

ら
れ
ね
が

南
拝
統
治
餌
内
主
要
鳥
桝
の
地
形
と
地
蹴
那
槻

如
き

隆
起
石
衣
岩
は
本
島
に
は
金
-
存
在
し
な

5,0

波
状
基
地
は
之
を
構
成
す
る
岩
石
に
依
っ
て
大
鰭
二

つ
の
地
域
に
分
ち
得
る
｡

即
ち
ヤ
ッ
プ
本
島
西
部
の
カ

エ
フ
･
ク
ル
ル
及
び

ニ
フ
等
の
地
方
は
前
記
の
官
紀
岩

瓶
よ
み
成
る
地
域
で
'

ニ
フ
ほ
は
舌
期
岩
瓶
を
貫
-
鍾

掘
岩
の
露
出
が
見
ら
れ
る
.
蔓
地
上
に
は
庶
-
､
比
較

的
兄
妹
を
帯
び
を

い
磯
の
分
布
が
見
ら
れ
る
.
此
の
片

岩
舞
の
例
剥
両
が
海
蝕
両
で
あ
る
革
に
は
誤
身
を
-
.

多
田
氏
等
の
既
に
詮
か
れ
た
通
わ
で
あ
る
｡

第
二
の
地
方
は
ヤ
ッ
プ
本
島
東
部

の
ト
ミ
ル
及
び
ク

ギ
ル
地
方
の
安
山
岩
乃
至
は
集
塊
岩
よ
タ
成
る
地
域
で

あ
る
が

一
般
に
ラ
テ
ラ
イ
ト
の
厚
暦
に
ょ
み
被
覆
せ
ら

れ
て
居
み
安
山
岩
頻
の
露
出
は
殆
ど
見
ら
れ
な

い
｡

ト
r,r
ル
地
方
の
.'
th

チ
モ
ル
'
或
は
ク
ギ
-
地
方
の
レ

ン
附
淀
の
海
岸
を
去
る
教
官
米
の
海
中
に
は
'
安
山
岩

質
集
塊
熔
岩
の
露
出
が
か
な
-
頗

5,地
域
に
亘
っ
て
見

ら
れ
る
｡
其
の
大
部
分
は
既
に
波
浪
に
依
み
､
満
潮
時

に
は
水
面
下
に
沈
む
濃
度
に
迄
側
剥
せ
ら
れ
て
居
る
｡

此
の
基
塊
熔
岩
の
周
囲
は
金
-
現
生
珊
瑚
礁
は
依
-
園

竪
九

五
七



地

球

第

二
十
三
番

緯
せ
ら
れ
て
居
カ
､
其
の
礁
平
原
面
と
基
塊
熔
岩
の
例

刻
面
の
間
に
は
殆
ど
高
度
差
が
見
ら
れ
覆

い
｡
此
の
軍

資
は
'
筆
者
が
先
さ
に
サ
イ
パ
ン
島
は
於
け
る
平
坦
面

成
因
の
考
察
に
潜
っ
て
'
海
蝕
面
と
礁
平
原
面
が
同

一

地
方
は
於
で
p
同
時
に
略
同
高
度
に
生
じ
得
る
可
髄
性

の
在
る
事
を
訟

い
ね
が
'
其
の
好
例
と
し
て
畢
げ
庇

い

所
で
あ
る
｡

荷
此
の
集
塊
熔
岩
中
に
は
比
較
的
多
量
の
有
配
岩
類

が
見
ら
れ
る
が
'
直
樫

1
米
に
及
ぶ
岩
塊
も
含
ま
れ
て

居
る
O

次
に
ヤ
ッ
プ
島
の
過
去
の
隆
起
沈
降
の
問
題
に

梱
れ
る
が
､
其
の
大
要
は
既
に
多
阿
氏
の
好
-
説
か
れ

た
所
で
あ
-
従
っ
て
其
の
解
介
の
程
度
に
止
め
庇

い
.

ヤ
ッ
プ
本
島
中
央
部
丘
陵
の
北
部
地
方

に
は
相
督
頗

-
平
坦
山
稜
が
残
さ
れ
て
居
る
｡
之
が
極
め
て
多
量
の

雨
量
と
高
温
の
馬
に
透
か
に
完
成
せ
ら
れ
た
準
平
原
面

の
磯
か
で
あ
る
か
或
は
海
蝕
基
地
の
遺
物
で
あ
る
か
む

審
か
に
す
る
由
も
な

い
が
､
何
れ
に
し
て
も
ヤ
ッ
プ
島
が

過
去
に
於
て
隆
起
を
行
つ
ね
事
を
推
測
す
る
ほ
は
充
分

を
る
材
料
た
る
を
矢
は
覆
い
｡

多
大
班

奨

O

五
八

次
に
明
か
に
海
蝕
面
と
推
定
し
得
る
三
〇
米
内
外
の

波
状
基
地
の
存
在
は
､
ヤ
ッ
プ
島
の
過
去
の
隆
起
中
に

1

つ
の
休
止
期
の
在
っ
た
事
堅
ボ
す
79
の
で
あ
与
'
サ
イ

''
1

ン
及
び
テ
ィ
ニ
ア
ン
の
過
去
の
隆
起
運
動
と
瓶
似
の

傾
向
の
あ
っ
た
事
を
認
め
ぬ
ば
な
ら
を

い
O

更
に
現
在
明
瞭
に
見
ら
れ
る
所
の
数
個
の
著
し
い
溺

谷
の
存
在
は
最
近
に
沈
降
運
動
の
行
な
は
れ
ね
事
聖

不

す
も
の
で
あ
-
､
此
の
軍
資
は
､
厚

い
現
成
刑
瑚
礁
成

因
の
詮
明
を
容
易
を
ら
し
め
る
所
の
も
の
で
あ
る
｡
放

し
其
の
沈
降
の
速
度
に
就

い
て

は
既
に
デ
ー
ゲ
ィ
ス
の

説
明
あ
る
如
-
､
極
め
て
徐
々
に
行

な
は
れ
た
も
の
と

の
暇
定
が
在
n
れ
ぬ
ば
､
数
肝
に
及
ぶ
が
如
き
礁
平
原

面
を
有
す
る
裾
礁
の
生
成
の
詮
明
が
困
難
に
な
る
｡
即

ち
､
珊
瑚
礁
沈
降
の
結
集
は

1
股
に
裾
礁
よ
-
僅
礁

へ

保
礁
よ
り
環
礁

へ
移
わ
行
-
も
の
と
考

へ
ら
れ
て
居
る

か
ら
で
あ
る
｡

溺
谷
の
中
最
も
著
し
い
も
の
は
'
ヤ
ッ
プ
本
島
を
更
に

東
西
に
分
た
ん
と
す
る
寓
北
方
向
の
も
の
で
あ
る
0

ル

キ
ン
及
び
マ
ッ
プ
両
島
が
か

ゝ
る
溺
谷
に
依
･a
本



島
よ
-
分
離
せ
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
る
事
も
充
分
に
推

察
出
来
る
｡
此
等
の
溺
谷
は
何
れ
も
珊
瑚
礁
を
横
切
る

水
道
に
違
っ
て
居
る
が
'
溺
谷
の
周
縁
に
79
刑
瑚
樵
の

磯
達
が
見
ら
れ
る
｡
岬
の
尖
端
部
に
は
､
沈
水
し
た
岬

の
延
長
山
稜
上
に
成
育
せ
し
79
の
J
如
-
見
ゆ
る
突
出

し
LJ
珊
瑚
礁
の
附
着
が
見
ら
れ
る
｡
此
等
の
珊
瑚
礁
の

成
長
に
揮
っ
て
'
支
谷
を
溺
ら
し
で
産
じ
た
入
江
が
順

次
眺
め
ら
れ
て
行
-
結
基
主
谷
の
み
が
水
道
と
し
て
残

r
uれ
て
屠
る
場
合
も
稀
で
孜
-
､
ウ
ル

､
水
道
.

ぺ
レ

ー
ク
水
道
等
は
其
の
好
例
で
あ
る
｡

要
す
る
に
ヤ
ッ
プ
島

が

過
去
二
回
の
著
し

い
隆
起
を

行
っ
た
革
及
び
敢
妃
に
沈
降
を
行
っ
た
轟
は
'
其
の
地

形
よ
か
充
分
推
察
の
出
水
る
所
で
あ
る
｡
翻
其
の
構
成

岩
石
が
官
紀
岩
類
で
あ
る
事
は
'

マ
-
ヤ
ナ
及
び
カ
p

-
ン
の
諸
島
哩
と
趣
を
異
は
す
る
所
で
あ
-
陸
島
と
見

ら
れ
る
所
以
の
79
の
で
あ
る
｡
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証
､
海
尉
の
担
化
な
き
も
の
と
順
光
し
て
'
隆
起
或
は
沈
降
の
評
を
位

州
す
る
｡

繭
沖
統
治
領
内
虫
藤
島
桝
の
地
形
と
地
域
郁
槻

柴
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五
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